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飯田地区人口（令和２年４月３０日）

人　口　１，７３５人（+５）

　令和　２年　５年１５日

　　編集・発行

男　性　　　８７３人（+４）

女　性　　　８６２人（+１）

世帯数　　８０１世帯（+３）

　　飯田地区まちづくり協議会

　　飯田公民館

　　ＴＥＬ　０９７３－７９－２２５１

　誰でも使える公民館ですが、意外と知らない公民館独自の活動や、地域
の皆さんに役立つ情報を今回はお知らせしようと思います。

①公民館は憩いの場
　公民館は会議や習い事など多くの活動の場として使われていますが、そ
の他にもちょっと立ち寄って世間話や困りごとの相談など気にせず利用でき
ます。ちょっとお話しながらお茶を飲みませんか♪

②各種証明書の発行
　飯田公民館では住民抄本・謄本、戸籍抄本・謄本、印鑑証明、軽自動車
の納税証明の発行ができます。申請時には印鑑などが必要となるので事前
にご連絡をお願いします。
　※各種証明書発行受付　　8：３０～１６：００（土日祝日を除く）

③コミュニティバス回数券の販売
　各地区公民館では回数券の販売を行っています。販売については１０枚
綴り、１５枚綴りの販売です。

④マイナンバーカードの申請補助
　お手元の交付申請書で申請する際のお手伝いをします。
　また、交付申請書をなくした場合は一度お問い合わせください。
　※受付　　8：３０～１６：００（土日祝日を除く）

⑤各種資料の作成支援
　資料を作る際のお手伝いをします。大量印刷なども対応できます。
※コピー等の場合は用紙を持参していただければ無料です。

みんな知ってる??公民館のこんなトコが便利♪
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今年度の総会は、書面による総会「書面決議」で開催します。 
 
 今般の新型コロナウィルス感染症に関連し

当初予定しておりました時期に総会を開催す

ることができない状況です。このような特殊な

状況におきましては「総会の時期を延期する」

ということも考えられますが、「書面決議」と

いう方法もあります。 

 終息の時期も見えないことから、先日、書面

により役員会を行い、ご協議願いました。 

その結果、今年度の総会は書面による総会

「書面決議」を行うことが決まりました。 

書面決議による総会とは、総会の開催自体を

省略して書面で総会決議事項について会員の

皆様の賛否を問い、同意を貰うことで、総会の

決議があったものとみなすものです。 

 現在、会員の皆様に 

第１号議案 令和元年度 事業実施報告の件 

第２号議案 令和元年度 収支決算報告の件 

第３号議案 令和２年度 事業計画（案）の件 

第４号議案 令和２年度 収支予算（案）の件 

の資料をお送りし、審議をしていただいている

ところです。 

 なお、役員さんについては、任期が２年で、

昨年度「役員改選」がありましたので、今年度

は各組織・団体の役員さんの異動に伴う方のみ

の変更です。 

 結果につきましては、次号においてお知らせ

いたします。どうぞ、事情をお汲み取りのうえ

ご理解いただきますようお願い申し上げます。 

５月１０日から１６日までの７日間は「愛鳥週間（バードウィーク）」です。 
 
 アメリカ合衆国では１８９４年にペンシル

ベニア州オイル市教育長のバブコックにより

５月４日が「バードデイ」に定められました。

日本では、アメリカ人の鳥類学者オースチンの

提唱により１９４７年４月１０日に「バードデ

イ」が定められました。しかし、4 月１０日は

北の地方の一部はまだ積雪があるという理由

で、のちに１ヶ月ずらし、５月１０日とされま

した。その後１９５０年に５月１０日から１６

日までの７日間が「愛鳥週間（バードウィー

ク）」に定められました。 

 九重町では１９８３年に町民憲章を制定し、 

町の「木」・「鳥」・「花」も制定しました。 

町の鳥は、カッコウです。九重ふるさと自然

学校さんが２０１２年からカッコウの初鳴き

調査をされてますが、今年の初鳴きはもう耳に

されましたか？【鳴き声】カッコー、カッコー 

 
 野鳥の活動が活発になるこの時期に、身近な

場所で野鳥を観察してみてはいかがですか。 

《 学校に行けず、外でも遊べない。命の危険さえ感じる生活。・・・。 》 
 
それでもアンネは日々の小さな出来事を報

告し、宝の思い出を重ねた。「良くなるのも悪

くなるのも、人の心の持ちようしだいなんで

す」と決して明るさを失わなかった。 

夏休みの宿題でしか縁のなかった日記を都

内のある少女が付け始めた。 

休校期間中に『アンネの日記』を読んだこと

がきっかけだという。タイトルは「ありがとう

発見記」。自宅近くで咲いた花に「元気をくれ 

てありがとう」。慣れない料理を頑張るパパに、

「ありがとう」。家の中で楽しく遊べる工夫を

するママに、「ありがとう」。― 少女は“将来

の私”に宛てている。「大変な中でも笑顔を忘

れなかったよね」と、いつか振り返るために。 

希望は与えられるものではなく、自ら創り出

すもの。行動の自由は妨げられても、心の翼は

自在です。今こそ心の翼を広げて「未来までの

物語」を綴って行きましょう。 

 




